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港
新
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５
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井

奥

奥

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 日曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

今
月
は
、
大
戦
末
期
の
中
国

戦
線
で
壮
絶
な
行
軍
や
戦
闘
に

参
加
し
、
戦
後
は
船
乗
り
と
し

て
日
本
の
復
興
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
藤
田
尚ひ

さ

さし

ん

（
市
岡
）

に
、
そ
の
戦
争
体
験
を
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
大
正
十
四（
一
九
二
五
）

年
十
月
、
広
島
県
尾
道
市
百も

も

島し
ま

町
の
米
作
農
家
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争

へ
と
中
国
で
の
戦
争
が
深
ま
っ

て
い
く
中
、学
校
で
は
お
国
の

為た
め

に
働
け
る
強
い
心
と
体
を

と
い
う
こ
と
で
、体
操
修
身
・

国
語
な
ど
に
力
が
入
れ
ら
れ
、

男
の
子
は
誰
も
が
兵
隊
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
六
人
兄
弟
姉
妹
の
第
二

子
（
次
男
）
で
、
高
等
小
学
校

を
卒
業
後
、
塩え

ん

田で
ん

で
働
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
昭
和
十
六
（
一

九
四
一
）
年
十
二
月
に
は
米
英

な
ど
連
合
国
と
の
間
で
も
戦
争

が
始
ま
り
ま
し
た
。

◆
陸
軍
入
隊
、
中
国
大
陸
へ

戦
況
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た

昭
和
十
九
年
十
月
、
十
九
歳
で

兵
隊
検
査
に
合
格
。
十
二
月
に

は
島
根
県
浜
田
の
陸
軍
部
隊
に

仮
入
営
。
一
週
間
後
、
中
国
に

向
け
出
発
し
ま
し
た
。
博
多
港

か
ら
玄
界
灘
を
抜
け
、
釜
山
駅

か
ら
軍
用
列
車
で
京
城
、平
壌
、

新
義
州
、
奉
天
、
北
京
、
天
津
、

済
南
、
徐
州

と
ぶ
っ
通
し
で

走
り
、
出
発
か
ら
一
週
間
で
浦

口
駅
に
到
着
。
小
舟
で
揚よ

う

子す

江こ
う

を
渡
り
、南
京
に
入
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
四
十
日
滞
在
後
、
昭

和
二
十
年
二
月
、任
地

つ

通う
じ

城ょ
う

を

目
指
し
、
揚
子
江
沿
い
の
行
軍

が
始
ま
り
ま
し
た
。
陸
路
を
取

っ
た
の
は
、
船
で
は
襲
撃
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

◆
兵
器
担
ぎ
歩
き
続
け
る

百
二
十
発
の
弾
丸
を
腰
に
巻

き
、
十

の
小
銃
を
担
ぎ
、
十

八

の
背は

い

嚢の
う

を
背
負
っ
て
四

五
十
分
歩
き
、十
五
分
の
小
休
。

一
日
の
行
程
は
約
五
十

。
足

腰
の
強
か
っ
た
私
は
、
弱
い
同

年
兵
の
背
嚢
ま
で
担
い
で
や
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

交
替
で
十
八

の
軽
機
関
銃

を
持
た
さ
れ
た
り
二
十
数

の

重
機
関
銃
を
二
人
で
運
ば
さ
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
川
を
渡
る

時
に
は
武
器
を
濡
ら
す
な
！

と
厳
し
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

行
軍
中
は
風
呂
も
な
く
、
手

も
顔
も
洗
え
ず
、
着
替
え
が
な

い
た
め
服
に
虱し

ら

がみ

涌わ

き
、
紙
が

な
い
た
め
用
便
後
は
草
で
尻
を

拭ふ

き
ま
し
た
。

◆
倒
れ
た
戦
友
が
何
人
も

南
京
を
出
発
し
て
二
十
日
余

り
経
過
し
た
時
で
し
た
。
佃つ

く

とだ

い
う
同
年
兵
が
行
軍
中
に
用
便

し
て
は
遅
れ
、
そ
の
つ
ど
駆
け

足
で
追
い
付
き
、
こ
れ
を
何
度

も
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

夕
刻
、
と
う
と
う
動
け
な
く
な

り
、
そ
の
夜
、
息
を
引
き
取
り

ま
し
た
。
溜た

ま

り
水
を
呑
ん
で
の

酷ひ
ど

い
下
痢
で
し
た
。

ま
た
あ
る
時
、
バ
ー
ン
と
音

が
し
て
駆
け
付
け
る
と
、
後
藤

と
い
う
同
年
兵
が
倒
れ
て
い
ま

し
た
。
銃
口
を
口
に
咥く

わ

え
て
足

の
親
指
で
引
き
金
を
引
い
た
の

か
、
弾
が
頭
の
後
ろ
へ
突
き
抜

け
て
い
ま
し
た
。
苛
酷
な
行
軍

を
苦
に
し
て
の
自
殺
で
し
た
。

こ
ん
な
例
は
一
人
や
二
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
励
ま
し
で
乗
り
越
え
た

四
月
上
旬
、
よ
う
や
く
通
城

の
中
隊
本
部
に
辿
り
着
き
ま
し

た
。
四
十
日
に
及
ぶ
行
軍
は
、

我
々
初
年
兵
に
は
血
の
滲に

じ

む
よ

う
な
体
験
で
し
た
が
、
愛
国
心

と
若
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
互
い

の
励
ま
し
と
助
け
合
い
で
乗
り

越
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

が
、ホ
ッ
と
す
る
間
も
な
く
、

今
度
は
こ
の
通
城
で
、
我
々
初

年
兵
へ
の
厳
し
い
教
育
が
始
ま

っ
た
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

上

ふ
じ

た

ひ
さ
し

）（
市
岡

）

ふ
じ

た

ひ
さ
し

）（
市
岡

）

昭
和

年

月
、
島
根
県
浜
田

の
陸
軍
部
隊
に
入
隊
し
た
頃

●
猫
の
里
親
求
む

メ
ス
二
歳

ロ
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
ミ
ッ
ク
ス
血

液
検
査
避
妊
済
、大
人
し
く
抱

っ
こ
好
き

０
９
０
・
３

８
４
３
・
０

２
２
９
吉
田

リ
ー（
港
区
役
所
一
階
）で
。

六
五
七
六

一
三
四
四
金
元
。

●
麻ま

衣い

染ぞ
め

帯
地
で
作
る
袋
物

展

五
月
三
十
一
日
ま
で
ぎ

ゃ
ら
り
ー
あ
ん
ど
か
ふ
ぇ
風ふ

う

庵あ
ん

（
繁
栄
商
店
街
内
）
で
開

催
中（
日
火
休
）。
十
一

十
八

時
。
入
場
無
料
。

〇
九
〇

三
四
六
五

四
一
八
六
山
岡
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

い
ず
み
ホ
ー

ル
シ
リ
ー
ズ
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

陽
の

あ
た
る
場
所

（
上
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●

口
の
な
い
群
れ

雑
魚

の
棲
む
路
地
（
７
面
に
案
内
）

通
し
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

森
一
生

映
画
旅

（
上
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
２
組
に
。

『
次
郎
長
富
士
』
薄は

く

桜お
う

記

写
真
『
不し

ら

知ぬ

火い
け

検ん
ぎ

校ょ
う

』
新
悪あ

く

名み
ょ
う

『
続
・
座
頭
市
物
語
』
暴

れ
犬
『
大
魔
神
逆
襲
』
あ
る

殺
し
屋

鉄
砲
伝
来
記

他
。

六
月
十
一

七
月
八
日
。
当
日

一
般
千
四
百
円
。
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か
・
梅

田
幸
二
陶
芸
展
鍛か

冶じ

屋
の
窯か

ま

五
月
二
十
六
日

六
月
五
日

（
六
月
一
日
休
）
十
一

十
九

時
（
最
終
日
十
七
時
ま
で
）
。

入
場
無
料
。港
区
役
所
向
か
い
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ
グ
ル

ー
プ
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

・
金
元
奈
保
美
活
動

周

年
記
念

ガ
ラ
ス
で
描
く
港
区

景
生
徒
作
品
展

光
と
影

幻
想
的
な
色
彩
で
描
く
天
保

山
や
海
遊
館
な
ど
港
区
内
の
ス

ポ
ッ
ト
と
新
コ
ー
ス

お
楽
し

み
会
大
人
の
ぬ
り
絵

作
品
含

む
二
十
余
点
。
五
月
三
十
日

六
月
十
七
日
、
港
区
民
ギ
ャ
ラ

●
交
通
科
学
博
物
館
・
大
阪
環

状
線
開
業

周
年
記
念

ぐ
る

っ
と
ま
わ
っ
て

年

明
治

期
に
造
ら
れ
た
私
鉄
な
ど
各
路

線
が
、
新
線
も
併
せ
て
次
第
に

環
状
線
に
な
っ
て
い
く
様
子
や

開
業
ま
で
の
経
緯
、
各
駅
の
生

い
立
ち
等
を
写
真
や
映
像
で
紹

介
。運
転
台
か
ら
の
３

映
像
、

鉄
道
模
型
ジ
オ
ラ
マ
、
全
線
高

架
完
成
式
出
発
式

写
真

や

弁
天
町
駅
で
の
開
通
式
の
写
真

も
。
五
月
二
十
九
日
ま
で
開
催

中

五
月
二
十
一
、
二
十
二
日

十
時
半

十
五
時
半
に
関
連
イ

ベ
ン
ト

大
阪
環
状
線
で
働
く

人
た
ち
が
や
っ
て
き
た
！
（
ク

イ
ズ
大
会
や
ミ
ニ
環
状
線
運
転

会
等
）

十

十
七
時
入
館
、

月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し

翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら

振
替
休
な
し
）
。
高
校
生
以
上

四
百
円
、四
歳

中
学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五

八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

い
ず
み
ホ
ー
ル
シ
リ

ー
ズ

男
性
的
な
主
題
と

女
性
的
な
旋
律
が
巧
み
に
絡
み

合
う
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
傑
作
を
首

席
指
揮
者
・
藤
岡
幸さ

ち

夫お

写
真

右

が
情
熱
を
込
め
て
。
〇
二

年
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
で
日
本
人
初
の
優
勝
を
果

た
し
た
菊
池
洋
子

同
左

が

煌き
ら

きめ

の
感
性
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

を
。
演
奏
曲
目
は

ウ
エ
ー
バ

ー
‥
歌
劇

魔ま

弾だ
ん

の
射し

ゃ

手し
ゅ

序

曲

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
‥
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第

番

ブ
ラ
ー
ム
ス

‥
交
響
曲
第
４
番
。
六
月
十
五

日（
水
）十
九
時
か
ら
い
ず
み
ホ

ー
ル（

大
阪
城
公
園
、地
下

鉄

）で
。十
八
時
四
十
分

か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト
ー
ク
。

五
千
円
、

三
千
五
百
円
。
無

料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
（
六
月
一

日
迄
に
申
込
先
着
三
十
名
）
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

図
書
展
示

旅
の
本
展

旅
の
エ
ッ
セ
イ

を
中
心
に
ハ
ー
ド
な
冒
険
旅
行

か
ら
の
ん
び
り
贅ぜ

い

沢た
く

旅
行
ま
で

旅
へ
と
誘
う
本
が
集
合
。
展
示

リ
ス
ト
用
意
。
六
月
三
十
日
迄

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し
み

会

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
を
対

象
に
毎
月
第
一
金
曜
十
一
時
か

ら

お
た
の
し
み
会

幼
児
を

対
象
に
毎
週
水
曜
十
五
時
半
か

ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
手
遊
び
わ
ら
べ
う
た
紹
介

等
。
六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

陽ひ

の

あ
た
る
場
所

貧
し
い
家
庭

に
育
っ
た
青
年
ジ
ョ
ー
ジ
は
工

場
で
苦
労
の
末
に
昇
進
を
果
た

し
、
富
豪
令
嬢
と
の
結
婚
も
約

束
す
る
。
が
、
仕
事
先
で
知
り

合
っ
た
娘
か
ら
妊
娠
を
告
げ
ら

れ
、
殺
害
を
計
画
、
湖
に
連
れ

出
す
が

。
ア
メ
リ
カ
の
夢
の

裏
側
、
栄
光
と
挫
折
を
描
き
、

数
々
の
賞
を
獲
得
し
た
傑
作

写
真
は
一
場
面
。
監
督
は

・

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
。
出
演
は
モ

ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
他
。
五

一
年
米
。白
黒
字
幕
。
五
月
二

十
一
日
（
土
）
十
時
と
十
四
時
。

各
回
当
日
先
着
百
名
。
一
人
一

回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
桂
あ
さ
吉
独
演
会

南
市
岡

出
身
の
落
語
家
桂
あ
さ
吉

写

真

が

書
き
割
り
盗
人

た

ち
ぎ
れ
線
香

つ
・
る

の

三
席
。
ミ
ニ
ジ
ャ
ズ
演
奏
や
桂

吉
坊
、
桂
佐さ

ん
吉
出
演
も
。
六

月
五
日（
日
）十
八
時
か
ら
天
満

天
神
繁は

ん

昌じ
ょ

亭う

（
地
下
鉄
南
森
町

４

出
口
）
で
。前
売
当
日
共

二
千
五
百
円
。

六
三
五
二

四
八
七
四
天
満
天
神
繁
昌
亭
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

森
一か

ず

生お

映
画
旅

日
本
映
画
黄
金
期
、

時
代
劇
か
ら
現
代
劇
、人
情
劇
、

喜
劇
か
ら
サ
ス
ペ
ン
ス
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
お
化ば

け
物
ま
で
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
一
級
の
娯

楽
作
品
に
仕
上
げ
た
映
画
の
ア

ル
チ
ザ
ン
、
森
一
生
監
督
。
生

誕
百
年
に
あ
た
り
代
表
作
二
十

数
本
を
一
挙
上
映
。
上
映
作
品

は『
銭
形
平
次
』
花
の
講
道
館

『
朱す

雀ざ
く

門
』
若
き
日
の
信
長

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人


